
 

 

 

背景 

近年、地域の再生・活性化、高度化する住民の要望などまちづくりに対する様々な対応す

べき課題が生じてきています。総合的土地利用計画は、様々な分野における土地利用のニー

ズをまちづくりの戦略的な視点から統合することが狙いとなります。 

これまでにも、様々な都市計画手法やまちづくり条例等を活用した又は国土利用計画にお

ける試みがありましたが、ここにきて、景観法の成立により、景観計画を活用した新たなア

プローチも可能となり、これらの様々な手法を活用しつつ、特色あるまちづくりを実現する

ための総合的土地利用計画の策定が注目されてきています。 

特に、市町村の合併により新しい市・町の範域を将来的にどのように利活用し、あるいは

保全していくかについて、これまでの各種既存計画を評価し、新市・新町としての新しい土

地利用方向のコンセンサスを図ることは、極めて緊急の課題と考えられます。このため、新

市・新町の総合計画と連携して策定することが効果的と考えられます。 

 

＜新しいまちづくり手法の視点＞ ＜新しい動向の視点＞ ＜既存計画の評価の視点＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点 

個別計画の見直し策定へ 

国土利用計画、都市計画、農業振興計画、
森林計画、景観計画、環境保全計画等 

まちづくり 

条例 

景観条例 

市町村総合計画

や関連計画 

総合的土地利用計画の

策定

国土利用計画等

既存の土地利用計画

国の法規制等

の新しい動向

住民参画 
環境保全

条例 

新しいまちづく

りビジョンの方

向

都道府県や国等の

土地利用計画 

視点１ 既存の各種土地利用計画の評価の視点 

視点２ 国土利用計画・都市計画・市町村総合計画からの土地利用フレームの視点 

視点３ まちづくり条例・景観法等による新しい土地利用規制の視点 

視点４ 地域防災計画・環境基本計画等からくる環境保全の視点 

視点５ まちづくりビジョンからくる土地利用の機能分担の視点 
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ステップ 

本計画は、次のステップに沿って策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ２ 

■基礎的調査と既存土地利用計画の評価 

土地利用の現況把握 

土地条件（自然的・社会的・歴史的等）の調査 

土地利用転換等の実態 

社会・経済条件の把握 

住民意向の把握 

各種既存土地利用計画の把握と評価 

 

■基本方針等の検討 

土地利用分析 

土地利用の目標検討 

土地利用規制 

土地利用の機能分担 

将来土地利用の方針 

 

■計画の策定 

総合的土地利用の構想 

総合的土地利用の計画 

地区別土地利用の計画 

総合的土地利用計画の作成 

個別計画の見直し策定へ 

ステップ３ 

ステップ１ 

関連商品 

 国土利用計画策定業務 

 都市計画マスタープラン策定業務 

 景観計画策定業務 
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